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平成１１年度にすべての事務事業の点検評価を開始して５年。
区では、成果重視の区政への転換、効率的で質の高い行政の
実現、説明責任の徹底をめざしてきましたが、今年度は初め
てすべての政策・施策・事務事業を対象とする総合的な評価
を行いました。速報性を重視して、今回は外部評価委員会の
評価に先立ち、区の行った内部評価結果についてお知らせし
ます。                                  ――問い合わせは、企画課へ。

　

行
政
評
価
は
、
行
政
が
行
っ

た
事
業
の
単
な
る
結
果
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の

か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
区
政

を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

区
で
は
、　

年
度
か
ら
事
務

１１

事
業
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、　

年
度
は
一
部
の
政
策
お

１４

よ
び
施
策
に
つ
い
て
も
評
価
を

試
行
す
る
な
ど
、
総
合
的
な
行

政
評
価
制
度
の
確
立
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。　

年
１５

度
は
更
に
対
象
を
広
げ
「
基
本

計
画
」
の
中
で
体
系
化
さ
れ
て

い
る
政
策
・
施
策
・
事
務
事
業

の
す
べ
て
に
つ
い
て
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
政
策
―
施
策

―
事
務
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
が
目

的
と
手
段
と
い
う
関
連
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。
政
策
を
構
成
す

る
施
策
が
あ
り
、
そ
の
施
策
を

構
成
す
る
事
務
事
業
が
あ
る
と

い
う
よ
う
に
お
互
い
に
密
接
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
階

層
に
よ
り
区
政
全
般
を
総
合
的

に
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。（
図
１
）

　
　

年
度
は
、
六
つ
に
分
け
た

１５
行
政
分
野
で
、
そ
れ
に
連
な
る

二
三
政
策
、
七
八
施
策
と
八
八

九
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

　

政
策
・
施
策
評
価
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

情
勢
や
政
策
・
施
策
の
果
た
す

べ
き
役
割
、
目
的
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
目
標
を
で
き
る
だ

け
数
値
化
し
て
設
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
評
価
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
方
向
性
や
課
題
、

関
連
す
る
事
務
事
業
の
見
直
し

や
効
率
化
を
進
め
て
い
く
上
で

有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
政
策
評
価

　

総
事
業
費
は
一
九
四
九
億
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
約
五
五
億
円
、
率
で
２
・
８

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
初
め
て
全
政
策
を
評
価
し

ま
し
た
が
、
一
三
施
策
に
つ
い

て
は
成
果
目
標
を
数
値
で
設
定

で
き
ま
し
た
（　

・
５
％
）。
客

５６

観
性
を
高
め
て
い
く
た
め
に

も
、
引
き
続
き
分
か
り
や
す
い

指
標
の
設
定
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

（
２
）
施
策
評
価

　

今
後
の
方
向
性
を
「
成
果
」

面
か
ら
見
た
場
合
に
、
成
果
増

で
あ
る「
拡
充
」「
サ
ー
ビ
ス
増
」

の
施
策
は
、
合
わ
せ
て　

・
７

７５

％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

一
方
、「
コ
ス
ト
」
面
か
ら
見
た

場
合
に
、
コ
ス
ト
を
維
持
し
つ

つ
成
果
を
増
や
す
「
サ
ー
ビ
ス

増
」
の
施
策
と
、
成
果
を
維
持

し
て
コ
ス
ト
減
を
図
る
「
効
率

化
」
の
施
策
を
合
わ
せ
る
と
、

五
割
以
上
が
費
用
対
効
果
を
高

め
る
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
事
務
事
業
評
価

　

よ
り
分
か
り
や
す
い
単
位
と

な
る
よ
う
に
評
価
対
象
の
整
理

を
進
め
た
結
果
、
初
め
て
事
務

事
業
評
価
を
行
っ
た　

年
度
の

１１

一
二
二
二
事
業
と
比
較
し
て
三

三
三
事
業
を
整
理
統
合
し
ま
し

た
。

　

今
後
の
事
業
の
あ
り
方
と
し

て
は
、「
拡
充
」「
サ
ー
ビ
ス
増
」

（　

・
６
％
）
と
「
効
率
化
」

４３
「
縮
小
」「
統
廃
合
」（　

・
５

４３

％
）
に
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い

ま
す
（
図
３
）。
ま
た
、「
サ
ー

ビ
ス
増
」
や
「
効
率
化
」
の
方

向
の
事
業
が　

・
９
％
と
、
費

６０

用
対
効
果
を
高
め
る
評
価
と
な

っ
て
い
ま
す
。

２
〜
３
面
に
続
き
ま
す

２
〜
３
面
に
続
き
ま
す

▲区役所屋上より

＜参考＞

成果減成果維持成果増

－－�拡充コスト
増

－�改善余
地なし

�サー
ビス増

コスト
維持

�縮小/
統廃合�効率化－コスト

減

�拡充＝コストを更に投資するこ
とにより、成果を向上。�サービス
増＝コスト維持のまま、効率化や手
法転換等により成果を向上。�改善
余地なし＝コスト、成果ともに現状
維持。�効率化＝コスト削減の一
方、効率化や手法転換等により、現
状成果を維持。�縮小/統廃合＝コ
スト削減による縮小/事業見直しに
よる廃止または統合。

◇
行
政
評
価
の
取
り
組
み
◇

◇
行
政
評
価
の
取
り
組
み
◇

◇
行
政
評
価
の
実
施
状
況
◇

◇
行
政
評
価
の
実
施
状
況
◇



NO.1667 ●２

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年２月１日（日曜日）

　

区
政
に
関
連
が
深
い
と
考
え

ら
れ
る
事
項
に
関
す
る
現
在
の

状
況
を
数
値
に
よ
り
表
し
た
も

の
で
す
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
基
に
身
近
な
生
活
環
境
の

中
か
ら
区
民
の
関
心
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

六
分
野
三
〇
項
目
を
一
覧
に
し

ま
し
た
。（
下
表
）

　

中
に
は
犯
罪
、放
置
自
転
車
、

ご
み
の
排
出
量
、リ
サ
イ
ク
ル
、

生
き
が
い
、
ま
ち
の
魅
力
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
区
の
取
り

組
み
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と

が
困
難
な
項
目
も
数
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
区
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

三
〇
項
目
の
う
ち
、
今
年
度

か
ら
数
値
を
算
出
し
た
三
項
目

を
除
き
、
前
年
度
（
ま
た
は
直

近
の
年
度
）
と
比
較
し
て
数
値

が
好
転
し
て
い
る
項
目
が
一
七

項
目
と
順
調
な
滑
り
出
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

　

今
後
、
他
の
自
治
体
と
の
比

較
や
中
・
長
期
的
な
数
値
の
変

化
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
在
の
区
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
区
政
の
め
ざ
す
べ
き
方

向
性
の
指
針
と
し
て
い
き
ま

す
。

【図４】主な指標の状況 ◇
杉
並
区
政
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

◇
杉
並
区
政
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
政
策
指
標
）◇

（
政
策
指
標
）◇

〈杉並区政チェックリスト一覧〉

指標の変化の状況（分析）
目標
年度

目標値
指　　　標　　　値

単　位
杉　並　区　政
チェックリスト

分
野 １４年度１３年度１２年度

●犯罪発生率は全国の傾向と同様に増加している。杉
並区が安全・安心なまちと思う区民の割合も若干減少
しているが、安全パトロール隊の設立や防犯カメラの
設置および利用基準に関する条例の制定に向けた検討
などにより、安全・安心なまちづくりに向けた対応を進
めている。

１７毎年減２１８．５２０８．８１７５．４件／万人犯罪発生率

安
全
・
安
心

１７４５１２８４８５９０２３９１８９台駅前放置自転車の台数

１７２０.０１６．３１５．２１４.０％狭あい道路を整備した率

１７毎年増５７．７〈５８．４〉―％
杉並区が安全・安心な
まちと思う区民の割合

１７毎年５％減７７７９８３件／万人交通事故死傷者数比率

●１４年度に改定した環境基本計画の中で、環境先進都市
の創造に向けた区民・事業者・行政の協働により実行する
取り組みとして「４つの挑戦」と「５つの基本目標」を掲げ
ている。ここでは、１人１日あたりのごみ量の１３年度比
４０％削減などの数値目標や目標達成年次を定めている。
●杉並区が美しいと思う区民の割合は目標を前倒しで
達成することができた。今後もこの水準を維持できる
ように努めていく。

２２０．０３０．０４２０．０４２０．０３８ppm
杉並区の大気の状況
（窒素酸化物の濃度）

み
ど
り
・
環
境

２４４２９
（現状の４０％減）６９９７１５７３４ｇ／日

区民１人あたりの
ごみ排出量

２４４３.０１８．８１９．６１８．５％リサイクル率

－増大させる２６．１６－－ha公共施設の緑化面積

２２６０.０６３．６〈２９．１〉－％
杉並区が美しいと思う

区民の割合

●特養ホームには過去最高の４２０名が入所したが、介護
保険開始後の入所希望者の急増により、平均待機期間
は延伸した。必要性の高い要介護高齢者が優先的に入
所できる仕組みを導入するとともに、他の入所型介護
施設を含め施設整備を総合的に推進している。 
●保育園待機児童数は、入所定員数を１４年度中に４３人
分拡大したものの、対象者増および保育需要の増加の
影響を受けて増となった。今後も多様な手法で保育サ
ービスを拡充する。

１９減少させる１５万９５５５１６万１４９６１５万９３３０円
国民健康保険

１人あたり医療費

健
康
・
福
祉

１９上昇させる３６．９３６．３－％公共施設バリアフリー度

１９１年以内１年８カ月１年４カ月－月
特別養護老人ホーム
入所者平均待機期間

１９８０以上７７．５〈７０．４〉－％
高齢者で生きがいを
感じている人の割合

１９低くする１７８１２０１２５人保育園待機児童数

●商店街の活性化度は、前回調査を行った１１年度と比
べ、雇用環境の悪化による従業員数の減少により、総売
上額が減少したにもかかわらず、相対的に１人あたり
売上額が増加傾向にある。
●元気・活力の創出に向け、新しい産業の育成・支援や
ＮＰＯ・ボランティアが活動しやすい環境整備などを
進めているが、長引く景気低迷の影響などもあり、直接
的には指標の大幅な改善に結びついていない。

－－（３４．３）３４．３（３１．３）％高齢者の就労率
産
業
経
済
・
区
民
生
活

１９増加させる３２．３（３１．８）（３１．８）百万円
商店街の活性化度（従業
員１人あたりの売上高）

１９増加させる２万２３８３２万２０４０２万２０４３所
みどりの産業事業所数
（農業を含む）

１９上昇させる８１．４〈８１．３〉－％
若者に対する
まちの魅力度

１９増加させる４８１３４８０１４５９８千円課税所得の平均値

●児童生徒の学習定着度は８１．７％であるが、今後は、学
習指導方法の創意工夫により、基礎的・基本的な学力の
定着に向けて取り組み、上昇をめざす。 
●ボランティアに参加したことのある区民の割合は、
１３年度に対して約２％減少したが、今後は大人の学び
を実践につなげる「杉並コミュニティカレッジ」などの
施策を通じてボランティア活動に参加する区民の増加
が期待される。

１８８３.０８１．７－－％
児童生徒の学力レベル
（学習定着度）

自
律
・
教
育

１８高くする２１.７２４.０－％
ボランティアに参加した
ことのある区民の割合

１８１６３２００２４１２５０人不登校児童生徒数

１８高くする７３－－％
いじめや仲間はずれがな
く生活していると感じて
いる子どもの割合

１８長くする１時間３１分
１時間５８分

〈２時間１９分〉
〈３時間４１分〉－時間

区民１人あたりの
文化的生活時間

(上段：平日、下段：休日)

●区民１人あたりの行政コストは、区内人口がおおむ
ね横ばい傾向にある中で、歳出を抑制した予算編成が
続いていることを反映して減少傾向にある。
●区民１人あたりの区の負債額は、区債発行額の抑制
に努めた結果、１２年度に比較して約１５％減少している。
歳出削減やその他財源の確保により区債の発行を計画
的に抑制した効果が表れている。

－－２５万８５３０２６万９５７７２９万０１４３円
区民１人あたりの
行政コスト

区
政
経
営

１７７５.０６７．６〈４１．６〉－％区民の区政満足度

１７９５.０９２．２〈９２．８〉－％
杉並区を住みよいと
感じている区民の割合

１７９０.０８４．６８０．４－％職員のやる気指数

１７低くする１５万０７２０１６万２４８２１７万８２０３円
区民１人あたりの
区の負債額

※� 指標値で、〈　〉書きのものは、区民意向調査の設問内容に変更があり、参考数値として掲載。
　� 指標値で、（　）書きのものは、当該年度の数値ではなく、前の数値で直近のものを掲載。

昨年度に設定した２００人という目標を１年で
達成することができました。学校での取り組
みだけでなく、スクールカウンセラー、ふれ
あいフレンドなどの不登校対策事業により減
少傾向にあります。今後、各年５％ずつ減少さ
せていきます。

駅前放置自転車の台数は１３年度の５０％減を目
標としています。自転車駐車場の整備などに
伴い放置台数は減少しています。

自律・教育分野

不登校児童生徒数

１０,０００

８,０００

６,０００

４,０００

２,０００

０
１７年度
目標値

４,５１２

１１年度

８,９１２ ９,１８９

１２年度

９,０２３

１３年度

８,４８５

１４年度

（台）
３００
２５０
２００
１５０
１００
５０
０

１８年度
目標値

１６３

１２年度

２５０ ２４１

１３年度

２００

１４年度

（人）

安全・安心分野

駅前放置自転車の台数




